















































The strain rate decreases
With time.
Acceleration reg10n
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0. 1C19CrT3W-3C｡一0. 2V-0. 05Nb-0. 01N鋼を提案するとともに,その開発状況と実用化に向けた課題について述
べた｡この新材料では, MXおよびM23Ch析出物が長時間時効後も安定であることを確認し,この材料のクリープ
強度は従来鋼と比較して大幅に高くなることを立証した｡
第6章は結論であり,本研究の成果を総括している｡
以上要するに,本論文は,高crフェライト系耐熱鋼の長時間使用にともなう組織劣化とクリープ弓封蛸簸構
を明らかにし,新たな高強度耐熱鋼の材質設計指針を提案したもので,その成果は環境科学の発展に寄与する
ところが少なくない｡
よって,本論文は博士(学術)の学位論文として合格と認める｡
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